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論文内容の要旨
〔目的〕
αーハイドロキシ脂肪酸は、高等動物の sphingoglycolipid の構成成分として分布することが知ら
れているが、細菌にむける報告は極めて数少なし」最近我々は、 Actinomycetales や Pseudomonas
に属する細菌に炭素数10~17前後の直鎖及び分枝αーハイドロキシ脂肪酸が存在することをみいだし、
これらがリン脂質や“bound lipid" の成分として分布することを明らかにした。またαーハイドロキシ
脂肪酸は、脂肪酸の αー酸化中間体として重要な役割を有するが、細菌にむける脂肪酸の α- 酸化に
ついては、これまで全く知られていなかった。そこでこれらの菌について 14C ラベル脂肪酸の α酸化
について検討したところ、これらの細菌では活発な α酸化が行われていることをみいだしたので報告
する。
〔方法ならび、に成績〕
S 1 実験方法ならびに材料
使用菌株 Actinomycetales 属又はその類縁菌 (Nocardia leishmanii , Waksmania rosea , Stre 帽
ptosporangium roseum , Arthrobacter simplex) 、 Pseudomonas 属又はその類縁菌 (Ps. aerugiｭ
nosa, Ps. fluorescens , Ps. denitrificans , Ps. alcaligenes , Ps. stutzerii , Ps. maltophila) は
いずれも 1%グルコース、 1%ペプトン及び 0.5% イーストエキスを含む培地に振とう培養した。脂
質の抽出は、クロロホルム・メタノール混液で行ない、脂肪酸は塩酸メタノリシスによりメチル化後
薄層クロマト、ガスクロマトグラフィを用いて分析した。直鎖及び分校 αーハイドロキシ脂肪酸の同
定はガスクロマトピークを分取後、マススペクトル、 NMR 及びIR 分析を併用して行なった。また
未知ハイドロキシ脂肪酸の同定には、対応する α一ブロム酸より標準品を合成し、諸性質を比較した
他、過マンガン酸酸化、沃化水素還元により炭素骨格及び水酸基の位置決定を行なった。脂質の同定
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は薄層クロマト上の呈色反応及び単離後の水解生成物の同定により行い、また脂肪酸の位置決定には
phospholipase A を使用した。 HC ラベル化合物のとりこみは、上記の菌体をリン酸緩衝液存在下に
ラベル化合物とともにインキュベートし、得られた脂肪酸メチルエステルの薄層又はガスクロマトグ
ラフイーを行ない、スポット又はピークの放射能をラジオクロマトグラフィシステム又はシンチレー
ター使用により測定した。
~ 2 成績
1. αーハイドロキシ脂肪酸の同定: Actinomycetales 又はその類縁菌には著明量の (3 ~40%)αー
ハイドロキシ脂肪酸をふくむ菌がみとめられ、 Nocardia leishmanii では、 αーハイドロキシイソ及
びアンテイソペンタデカン酸が、 Waksmania rosea では、 αーハイドロキシミリスチン酸が、 Stト
eptosporangium roseum 及び Arthrobacter simplex では αーハイドロキシイソパルミチン酸が各
々主成分をしめ、これらはいずれも (DJ configuration を示す。これに対して Pseudomonas の αー
ハイドロキシ酸は C10， 11及び12のものが大部分で (LJ型であることが明らかとなった。
2. αーハイドロキシ脂肪酸をふくむ脂質: Actinomycetales のハイドロキシ脂肪酸はリン脂質の構
成成分として検出され、 N. leishmanii では phosphatidylethanolamine の又、 A. simplex では ph­
ospha tidy 19lycerol の各々 β位に局在する。一方 Pseudomonas においては大部分のハイドロキシ
脂肪酸が水解後はじめて抽出され、いわゆる“bound lipid" の成分として検出された。
3. 細菌による脂肪酸の α酸化: A. simplex の菌液を用いた実験で、 U _14C ・パルミチン酸は、
αーハイドロキシパルミチン酸に活発にとりこまれるばかりでなく、ペンタデカン酸中にも若干の放
射能がみとめられた。一方、 2- 14C 酢酸は菌体のnon-polar 酸はもとより、 C14 ・ 15 ・ 16及び17の
αーハイドロキシ脂肪酸中に著明量とりこまれた。さらにハイドロキシ脂肪酸の生成を、各脂質を単
離後得られるメチルエステルについて検討してみるとそれぞれ αーハイドロキシ酸をふくむリン脂質
に特異的に αハイドロキシ酸への放射能のとりこみがみとめられた。又、 14C ・ αーハイドロキシ脂
肪酸はこれらの菌液で 1 個炭素数の少ない non-polar 酸に脱炭酸することもみいだした。
〔総括〕
細菌にわける αーハイドロキシ脂肪酸分布と同定について検討を行ない、脂肪酸の αー酸化の存在を
明らかにした。① Actinomyce tales 及びその類縁菌にはC15を中心とする、又 Pseudomonas 属には
C 12前後の αーハイドロキシ脂肪酸が分布する。②これらの αーハイドロキシ酸は、 Actinomycetales
においてはリン脂質の、 Pseudomonas にわいては bound lipid の構成成分として存在する。③これ
らの菌では各々炭素数に特異的な脂肪酸の α酸化系が存在し、 αーハイドロキシ酸は中間体として重要
な生理的役割を有する。④細菌の脂肪酸中にふくまれる奇数酸の少くとも一部は α酸化由来であるこ
とがみいだされた。
論文の審査結果の要旨
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脂肪酸の生体内酸化について、従来より知られている 3 つの経路、即ちα 、 β 、及びω酸化系のう
ち、 α 酸化に関する知見は極めて少なしミ。高等動物脳及び植物においては、 α 酸化によって、偶数酸よ
り奇数酸が生成される点に生理的意義がみとめられているが、細菌においては、 α 酸化の知見が全く
得られていなかった。本研究は、 α 酸化の中間体(オキシ酸)が、多数の細菌に分布すること、及び実際
に細菌においても、 in vivo (cell) 又は in vi tro (cell free 系)において、脂肪酸の α酸化が活発にい
となまれていることを始めて証明したもので、その独創性を高く評価したい。
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